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業 ｢京都大学 ｡鳴門教育大学バーチャル｡ユニバーシティ (KNV:Kyoto-NarutoVirtualUniversityofEducation)｣(以
下､"KNV卵と略す)を開講 ｡実施した｡KNVは､過去 (1999-2001年度)に京都大学が慶慮義塾大学と共同で実施し





















望 ｡ なぜ ;.･:I;atW.tJ!･, -㌘ ほ 昌 博 抽 ?.I:it構造殿構造化､きちqJ.藩 河する薄掌が量る鵜か
田中 (2004)によ る と ､学生主導型授業には､(丑学生を参加させる授業､(参学生が参加する授業鴇③学 生 に構 成 さ
せる授業､④学生が構成する授業､とも､う4つの形態がある｡この順序で学生の授業構成-のコミッ 牛の 度 合 も､は 深
くなるが､さらに､相対的にみて､①②には､なお教属が準備した授業計画の枠に学生たちが参加 し､ 授 業 が 進 ん で
Wくとnう達成 (タスク)重視の色彩があり､これに対して､(彰④には学生たちがより穫極的 ◎由覚的 に 授 業 に 慧
ミッかするプ田セス重視の色彩がある｡学生主導型授業における授業者の設計に着目するなら､闇 Vは④の性格が強
いといえよう｡






























内 容 備 考
第 1回 (4n3) ガイダンス (趣旨説明) 機器接続テス 下
第2回 (4/20) テーマ決定に関して各大学で議論 (1回目)
第3回 (4/27) テーマ決定に関して各大学で議論 (2回冒)機器億周法説明 終了後コンパ
第4回 (5/ll) 全体で自己紹介 (テレビ会議システム)ビデオチャット 1回冒) ビデオチャヅト接続不良
第5回 (5/18) ビデオチャット (2回冒) -ヰ
第6回 (5/25) ビデオチャット (3回冒) ～
第7回 (6/1) ビデオチャット (4回昌)
第8回 (6/8) ビデオチャット (5回冒)
第9回 (6/15) ビデオチャット (6回目)
第10回 (6/22) ビデオチャット (7回冒)
第1且回 (6/29) ビデオチャット (8回冒) 各班の議論のまとめ


































































































習 のみで構成されて魁為る｡また､SCS利周公開授業検討会撃等互D監プ田ジェタ恥 (田軌 2榊3)での経験を踏ま
え､ 巨大で特別な設備でなくbパソコンを基本とし､汎周性が高く経費を抑えた設備を利頗 した｡
① ビ デ オ チヤツ樟 両大学の受講生間で議論を衛うツールとして､ビデオチヤツか (ネッかミーティング (マ宥タロ























④テレビ会議システム :ビデオチャット開始前の由己紹介 (第4回)､および全体討論 (第且2回)の際に､,テレビ会議
システム (ポリコム社)を利属した (写真3｡且右)｡
ま た ､ 今 年度は､ビデオチャットの不調により､臨時措置として｣時約にフリーのiP電話 (Skype)をも導入した｡
授 業時間中のスタッフ間の情報交換や連絡には‡P電話やチャットを利周した｡授業期間中､両大学スタッフで共有
されるメ-i)ングリス机こより､毎回の授業内容報告､業務連絡なども行った｡
亘∴ ノミトj{kjrに藷:L予量 F学び蔦韓遠島葦這鰹｣:'よ､.どltJ･:;I.ように蓮華 しタ軽鮮 L･た(73か
田中 (2003)は､KNV実践を通じてじょじょに由覚されて きた 実 践 的 課 題として､｢教育目標｣の記述をよりも､っ
そう具体的で明断なものにすることを挙げている｡KNVは､ ｢ 教 育 に 関 す る専 門教育｣であることを前提として､｢学
生が半由覚的に保持ずる く教育に関する前理解)に働きかけて､こ れ を 反 省をふまえた く理解)に高める｣ことを目
標にしてむ､る｡それでは､学生はKNVを通じて具体的には何をどう学ぶのだろうか｡この点につも､て､実践を通じて
よ り い っそ う 具 体 的で明断な見通しを付けなければならないのである｡以下､この点について考えてみよう｡
こ の 授業 で ま ず め ざされるべきは､受講生同士が議論を通じて教育に関する前理解を理解へと深めることである｡





















約-の主体的対応に着目する必要がある｡のみならず､この授業の 時 間 設 計には､講義時間内 (90分)､講義閤(且週





















































に 向かう模索 に こ そ 価 値があるとみるべきであるが｡
こ の 模索と 開 通 し て ､本年度の授業では､次の二つの出来事に着目する必要がある｡まず､今回のすべての斑では､











































ンにつむ､て､優頗する言語や文字､画像や音声の分類を行ったものである｡大山 (翌oo且) は ､ 携 帯 電 話 の 登 場 に より
｢思考を対象機 ◎反省偲する ｢書 (｣とももう行為は勺今や田常的なおしゃべりに速ももも の と な ｣ っ た と 述 べ て も､る ｡話
し言葉が償われるとお､う意味で右大脳半球優位となるビデオチヤツ机三対して､ 文 字 の み で の や り 取 り と な る 電 子掲
示夜やチヤツ机ま､書き青葉が僚属されるため左大脳半球優位となる｡しか し ､ 絵 文 字 を 償 う 這 と に よ っ等書き青葉







寅吉IL;A∴ ≡く恥il"'に金持量意思銃猟鮮諜 潤 や､_･i附.て∴-.き置競貫j●?.I
メディア 主な言葉 文字と囲 身体 (顔) 声
オン
ライン
同 期 テ慧 宗 旨去 - 言葉 雷雲蓋 - 画面に - 画面に
チャット 書き音素 画面上
非同期 電子掲示板 書き言葉 画面上




感情や意志を表現する機能 (アイコンタクトなど)は著しく抑制される｡また､ 双 方が同時にウェブカメラの方向を
見てももをむ､と､画面上で目が食わを魁も(状況的に不 可 能 で あ る が ) ことになり､これに違和感を覚える者もいた｡音
声につももても､音量感､距離感､音質､方向感 な ど の 情 報 が 欠 落する｡喚覚や触覚､温感などはオンラインを介した
時点ですべて排除される｡
視覚､聴覚両者に言えるのは､解像度ある摘 ま サ ン プ リ ング周波数を上げることにより､デジタルの健界にお毎､で
も 現 実 に 近づける三とは､経費をかければある 程 度 可 能 である.たとえば､pmDEプロジ且夕缶では､オンラインの視
聴 覚 環 境 を可能を限りオブラインに近づける こ と を 試 み等いる (田中､2003)｡しかし句風関は距離感や空間の 広 さ 勺
対 象 物 と の位置関係などの情報も視聴覚を駆便じて無意識に感じてkbる壕)が鴇通常のスピ-労や2次元の画面 上 で 到
底 再 現 で きるものぞはを魁も｡大学の-講義である本授業にかけられる予算は限られたものであるし､またb折衷案と
し て の 接 衝的対処 (たとえば､解像度の相対的に高ももテ沙ピ会議をステムを利潤するなど)は,原理的な間題を解決
す る こ と にはならない｡
ま た ､ ビデオチヤツ机三おける意思疎通棟式として､田中 (204)は､ 缶ランを-バ-塑会爵 (諭す機会が磯磯的



































く宗3'転望盤 凱 -:'二ン き だ 二 王 : なんか真ん串に､だからマイクを近づける方法だと､なんかこっちの雑談が










機能館きの▽イ夕闇フォンを僚潤しなお､場合､毎分の声 が 遅 延 時 間 を 持 ってスピ-カから遮って来て､ハウリングが


































供 者 な ど ) が徐 射 こ機 能 的 に 分化してくる｡受講後インタビューの回答をもとに､受講生による仲間や毎分の果たし
た役審銅 こ つ む､て の 規 定 に 注 関 し て みよう｡それぞれの大学の受講生ダル-プ内におももては､京大は普段からよく知っ
た2回生 (ク ラ ス が 同 じ ) と 上 回 生 ､ 鳴教大は現職教展と大学院生､と年齢層が異なる構成贋が混在している｡さし
あたってまず､3 つ の 鼓 す べ て が キ - パーソンとして場数大の受講生をあげても､ることが､大きな特徴である｡
































るものとも言えよう｡ 前者 (場数大2班F)は､｢議論が噛み合わない｡意見を言うと終わってしまってム ｢ネッか













































そうしよう､ただ､やはり､限られた時間の呼で したので､もら と 出 て っ て あ げたほうが魁､毎､のかなって魁､
う気持ちはないでもないんですけどもね､.
寮5｡2 身ンラインのダ飽-プ議論における構成最の役割の骨額







意見を述べる ｡同意する ｡感想を述べる ｡反論する
疑問を投げかける ｡つっこみを入れる
まとめる ｡議論を調整 ｡元にもどす









3掲示夜』)-の役儀状況である｡既飼Ⅴ 且隼田では ｢受講生に非 間期掲示夜のもっこの授業にとっての大切な意義を
十分に怯えておく必要があった｣と魁もう反省がなさ れ た｡ 例 年 通 吟今 年 度 も､京東側からの投蔵敷が場数太より多もも
傾向があるが､京大一喝教太閤にÅ数の差があ る ため ､ 単 純 に役 儀 回 数 で の 臆駿はできなむも｡3鼓の役儀総数が73件
と慶も多もものも樽徴的である.且鼓は､議論に2度 チ ヤ ツ 恥を利 潤 したせ 魁､か､投蔵敷が33件と蔵も少なくなって魁も









嚢5｡3 大学別､班別にみた電子掲示硬 く『第 頂-3掲示破』)鴨の投稿状況*
投稿車* 添付書類
大 学
回数 慧芸 濃 回数
鼓別 1件当
回数 平均字数
･鼓 品 濃 …喜…呂… 33(0) 芸 冒 … Z o
2斑 ｡芸濃 諾 ‡Z; 46(0) 27…… 芸 1 1,962



















次に､チャット (『井戸端会議』)の利周についてみてみよう.ログ 総 数 は 且,322件 で ､ 学 生 の 投 蔵 敷 は650件 であっ




















芭京尭 頂班Bも 6♂28争ヤツ匪):-んじゃそろそろ話し合も､しましょか♪ なるだけまとめの方向で‥.










































意魔を遺戒たりも議論を進展させたりしぞ魁もた｡凝 り 返 り の時間や電子掲示板で碍議論はも飽鼓との臆駿殿中で画分






に組み込まれる這とになる｡ 金 属 の 前 で 発音ずる這とによっ等勺同じ鼓に属する構成贋時給意としで議論内容を確認
する場にもなって転もる｡
次に､魔法の動向を 知 る場 と し 等 ｡飽蛙碍議論の内容や進捗状況b詔ミ且ニケ-彰ヨンの工夫などを知る機会であ
り勺これらの情報を 由 分 た ち の 議 論代持ち込む芸とも可能となる｡ 腿 下のように､飽鼓の進度や由鼓碍位置につむも若
気になる受講生が多か った .










内容を読み返すことができる｡ 議 論 は ビ デオチヤツ恥を童をメディアとし竃進められたがbそれを三もかかわらず電予
掲示夜が ｢なければ因った｣ と 魁もう 意 見 が ほとんどであ吟､なかには滝掲示板の方が童とし等機能し宥恕もだとももう発
音すらあった｡京大儲碍受 講 者 の 数 名 は 句 ほぼ蒔田掲示板にアタセスL等お吟鴇｢書き込みを週に且慶はずる｣とももう
Ji?ノ上長スケジ､コ･.--)?/を弓ら に 欝 していた安静垂もtfJ㍉tI･io
電子掲示夜の機能は句まずは次週の議論鴨のつなぎ役である.授業碍前半では､ぬ ら の 体 験 談 による論題擾俵や書








次の機能は､ビデ オ チ ャットの偲替ツールとしての利周である｡ビデオチヤツかで言い足りなかったことの補足や､
発言碍機会を失 っ た 際 に 電 子 掲 示夜が利周された｡ビデオチャットの時に言語偲できなかったことを時間をかけて書
き込むのである｡
二宗たこ正主､インタどこ-い ネットミーティングでは駐韓が出来てしまい､言いたいことが言えない､却












毎 の 電 子掲示夜への役儀数濠鑑別に示した｡授業中の投稿や飽鮭からの役儀は除いている.
嚢5｡5 講義固ごとの班別掲示板投稿数 (ビデオチャットでの議論期間)
i 1 鼓 2 鼓 3 珪回数 内 容 回数 内 容 回数 内 容
第壌回(5/l且～) 5 接緩不可 2 2 接続不可
第ら回 3 掲示板-チャット 2 ビデオチャット 6 チャット
(5月8-) 進展せず 京大中心での議論
第6回(5/25-) 6 チャットゆ王P電爵 4 チャット-ヰⅠP電話 8 チャット-ⅠP電話
第7(6/且～) 7 体験談 9 体敬談 28 苦痛､多忙
第8回 6 慣れ ll ｢間｣を感じる 13 鳴門倒且名
(6/8-) 意思疎通良好 前半ビデオチャット不具合
第9回(6/15-) 0 スムーズな議論をしたい 3 スムーズな議論をしたい 9 噛み合わない









える｡ この後は､大まかに言 うと､議論のスム-ズな展開､機器dPhの慣れ (第8回)､より快適な環境代の要求や工夫
(第 9 回)～｢まとめ｣る意識の現れ (輿 .9-且o圏)と転もった議論の大きを流れは､雨鼓でほぼ共通して魁､る｡
順 に ｢体験｣を話すことによってb金属が対等な発言機会をもち､個櫓鬼に固有を興味が構成腰金属にある程度共
有 さ れ る｡最終テ-マを決定するにあたり鎚下の例のように ｢三のテ-守では私は発言できを毎も｣と取捨選択をする
ケ - ス も あるが､議論へ参加するにはある程度の体験的な前知識が必要であるからb芸の取捨選択は無理からぬこと
で あ る｡ 体験の共有は､議論の内的な進展を三とっぞ重要な条件である｡当然のことだが､体験談から､あるWは体験
談 の 共 通 部 分から､議論が発展させられる.とは魁もえb具体的な体験談によっ等bその具体性を超えをももように議論









第且掲示板より 監且鼓遜 第2掲示夜より 監2淀題
～第6回( 6/且) g5/摘 寮東e :提案):ほかのみなさんが何をやりた 摘 /瑠6 寮尭6 :魁だ』騎健問詰):どうも､京大の堀
いのか､とりあえず伺いたいですO(5 ′16 京尭 D :提案):議論を盛 り上げるた め に､ 家です.阪神が三連勝してめつちやむ沌b気分です (箕)(5/霊魂 家来A :ほか翰班釣温捗を意識)吊豊かの淀と
入ずつ何で もいいので､思ってることを ｢主 張 して もらう｣というのはどう しょうo(5′18 鳴教東野:話題提供)学級崩壊の経験は､ありますか ?? 比べて書き込みが止まってしまいましたね-o
夢7回(6/且～) ビデオチャットで体験談 ビデオチャットで体験談
第8回(6/ -) 沌 了等 京大慧 :浸剤につ仁王時討頂き (6/8 寮尭B:ネ争覇提供∋:代わりに教師塾を主催
--38･一
京都大学高等教育研究第H号 (2005)
第9回(6月5-) (6/掴 鳴敦夫E:まとめを意識):あと数回で終わってしまうこの授業 .fこのまま楽しく終わればいいものの､我々にはレポー トがどう.してもつきまとうo授業で話すのは時間がもったいないと思ったので､書き込みましたo瑠5 場数大臣 の骨業を提案):今日の付け加えて くお願いし すoあと2回がんばるぞ～.〈!∧)
第10回 (6/26 京大B:チャットの報告):25日23時から井戸 (冒/2 京大B:まとめ):タイトル:8.15.22日ま
この連続的構造化の流れは､初年度の京大の学生から掲示夜に書き込まれたログにも見られる.
(初毎度京大 5/28):目指すは現状打破 日 さて､この研究室､壁に当たってるっていう感じですね｡
(苦笑)僕が思うに､ここは第2の段階を迎えたのではなも､かと｡ 第且段階は､｢実験的なネットミーティン
グの運周から､その機能やメリット&デメリットを手探りする段 階｣そして今迎えている第2段階は､｢第







































なってたら､一人の人が意見を言ったことに対して反論がしにくい状況だったんですよ｡ - あ の雰囲気の中
だったら議論､深まるっていう感じではないだるうなとは思います｡
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懐や不安bすなわちそれま管のあ堕ように拘泥する由藍骨盤的固執もみられる｡這碍不安や固執を押し等をされた議
を･.;二･竜竿.･'A:'賢.こ~'三::;室享T､∴T､王:_:';::.:-∴-∴･J∴ :I:_.二ili.考 三二t･31二ミ･7:'工巨∴ ′-:7.I:'二.:':i･'.寺･T:.∴ t:I:I､十 ･;.ち.':r:.･:I.…:日.I:･'+::･),.;∴
千T;l･TIi':.;:,:'1.∴~旨Fr:子:i:i.i_,;:r.敷.日I∴三三､･rrI-?､●'零賢せ きt::_十 ､で青笹さ..がを二-I:三｡
電場教尭匿い それ晋横転､ません｡現実から練れすぎを齢か危機感を覚えただけO
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こ の転機 以降では､3淀でも､ほかの法の ｢連続的な構造化｣と同棲の流れをたどることになる｡第且0回(6/22)































第9回 (6/且5)の授業後の凝り返りの時間に､場数大数農Bの ｢京 大 の 学 生から気付かされることはあるのか?｣と
いう質間に対し場数太受講生別ま｢ある｣､また､｢現場の問題 で な く ､ 文科省の政策について議論すればどうか苧｣
革むもう質問に対しても ｢それなら議論できる｣と答えてむ､る.
三の応答について考えてみよう｡ 議 論開始当初から､この 現 職教属は京大側からの発音に封じで ｢それは実際の教
育現場にはあてはまらをもも｣とももった防衛的を発言や投稀を繰り返していた｡三のことにつむもて教戯Bが尋ねた訳で
ある.議論に ｢教育現場｣を持ち込むと句圧倒的に優 位を立場から視聴教農が託宣することになる｡そのため鳴教大
数贋Bは勺助音と毎､う形で受講生たちの状況構成に間 接 的 に介入し～｢現場から政策 -｣と論題を転換させることで､
一方通行的発言に歯止めをかけようとしたものと思われ る . だが鴇以下の現職教属へ のインタどよ-回答によれば､
三の意図を本丸がくみ取ったかどうかを三つ転句では疑問である｡
く鳴観大畠通巨､インタだユ｣ :蘇り返りの際に､⑳先生 (場数大数戯C)に ｢学力の論題のときにはデ-
以下は第10回 (ビデオチャット最終回)前日の投磯であるが､第9回の教層Bの助言や､まとめの意識などからb
すでに状況打破に向けて打ち解け始めていた気配が伺える｡
摘轟散光笥鰻 臣㍉ 6/票一時泰聴):こんにちは 葺みんなの書き込み読 み ま し た .｢そうだ ! そうだ !｣とうな
































































































教腰につむもては､日常的にメーリングリス 缶での情報交換､打合せ を行 った｡講義時間中は携帯電語､ⅠP電静
(ス労イブ)､チヤツ机こより随時連絡を取り合った｡ただし､京大側では､ネットミーティングが3つの部屋に分か
れており､且力餅に固定されたPCを利周してリアルタイムで連絡を取り合うことが困難であった.このような連絡





















































この固定化された悪循環は､敦農集団の支援によって支えられた京大側受講生の幾分攻撃的な働きかけ と 鳴 門 側受




















































中村敏枝 且997 ｢"閏卵の解明｣辻三郎 (編)『感性の科学一感性情報処理代のアプロ-チ』 草 木 温 bJス 社 b 83-87頁 ｡
Noe且旦e-Neumann藩 且98趨馳 eSp豆ra且ofS豆且ence:㌘u毎且icO画 ion-Oursoc豆a且S阪五m,Um豆veTSi呼ofChicagoPress｡(池 田 謙 一
訳 且988 『沈黙の輝旋階段一髄論形 成の社会心理学』プ沙-bd出版｡)
大山奉安 200且 ｢多層的 苛メア リティ構成 を通した教養教育の噂能隆｣日本教育ヱ学会第五7回大 会 発 表論文集｡
大山泰宏 2003 ｢KNVをどう考えるか ｣ 京都大学高等教育研究開発推進七汐夕-第5冒固公開研究合資斜｡
Rousseau,5-5｡ 前川虚次郎訳 且968 『学 問芸術論』岩波文庫｡




禰藤貴職 200複 『京鳴バ-チャ)臣教育東学 (既因Ⅴ)実践における教授者の役割と学生碍学び』 ｢大学授業実践職質
的研究にもとづ く電子メディア健とFDネットワ-夕の構築｣研究倉橋資斜｡
starobinsk豆,5.,絵本勤訳 且973 紺｡弟]沙ソ- 透明と障害』思索社｡
田中鯨寛 2000 ｢監喜田 (京都大学慶磨義塾東学連携ゼミ)実践の前線と展開｣『京都大学高等教育叢書』冒骨も且一息且
貫.
田中鯨寛 2003 ｢電子情報メディア革新 と教育実践…東学で碍遠隔教育プ闇プ濫夕机三よる一考察-｣『京都東学高
等教育研究』 9号句5針冒逢賓｡
田中篠寛 200壕 ｢ライ汐の蘭這うと這ちら-遠隔連携ゼミにおける学習集団 ◎教腰集団の輿文魔性-｣『京都大学高
等教育叢書』且8号､且62-且69賓｡
上田蔑 且992 『(上田貴著稚集3)ずれによる創造-風間のための教育』寮明書房中
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巨概 要 ヨ 本 研 究 の 目的 は､2003年 度 穏 京 都 大 学 と琶亀 門 教 育 大学 間 で実施 した京 鳴 バ -チ ャル教
育 大 学 t:_Y{:.首･:{!r)薬童 にお 号了t7J､ く過 音 > に 出 会 う こ と に よ っ て.学 生 が何 を学 んだ が を考察す る
こ と で あ る｡.本授 業 は京都 大 学 教 育 学 部 学 生 と 鳴 門 教 育 大 学 祭曜 教員 大 学院 生 が ､ ビデオチャ
I:,･ト､ テ レビ婁茸 ､電子塙 示 鼓 を 漬 じ て 教 育 に 張 す る 問 題 に つ いて議 論 す る授 業であったC
< キ l-J/-7'--tド> 高等 教育 . 学 生 主 導 型 軽 業 ､ ビ デ オ チ ャ ッ ト ､電子 掲示板､他者
-〔 半管変じご鳶 講 いわゆる･=-LJL･詑 ㌻巌 増 に it;I:r:.轟 々 な
目的が存在す る◎①遠隔地を芸住 み で も㌔る鬼 の た め に
貰薫するなどといった 一通常教育の ･fJt:軸 と し て Lr:･'ItL
二道王=黒土a･L､②通常の軽業t:,;I,予習 J彊 腎 や 軽 業 で 執 っ
た内容に関す る議論をお三な き電 子 掲 示 板 を 開 設 ず
るといった､.通常数字:'=サ ボ- ト と し て 持 計七 誼 ご正
三私 道鼓紀がti予iL=,ザオンデT/.I-:,･欄 で t,=1 草 葉 警 が 可 能
で畠.ミことを藍 注してなされ て い :JeL3二 ;tT･.ごlr.-!ii-iS.㌔ ㊨
書駐与と菩:jSI,L･;jさせた鼻二三二･Ii･:交託 ､ ジ ニ ン ぎ - や パ ､- ニ･J■
ナ 汐ティを変える実践などと い う よ う な も 過 密 教 育
でこせ考えられな'T!､ミ患った<.麗 真 狩 教 育 空 間 を 薄 る と
い う.新 しい可膏鼓室として持 ･聖･-L三己ご･17ir鳩 で あ る 6
本研究で捻､異なる撃場所 > を芸い る≪ 他 者 > 闘 士



















考 す る こ と ､ 鳴 声禦柚ま教育を反省的にふりかえるこ
と が 期 待 さ れ て いた5学生主導型軽業として､京大 C
鳴 門 髄 と も に .. 教育に関することならば基本的には
ど LrJ よ う な テ 一一マでも議論 してよいと敦示した｡
監 捜轟⑳流観 望盛 京大授業スタ- ド (受講者7






｢学習駐 (京大2轟鳴門3名)A ｢練合学習軽 (京大2
名鳴門3割 jの3駐韓制にep髄で班ごとでの議論開
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く あ らま し>複数,.;I-'_Tメディアを薫いて遠隔ゼ ミを裏漬した軽に､学生がどC-コような意 鞍 を 持 っ て }:I.
デ :^･ア を活 薫 したLT･Iか､またメディア忘軽業cr･:}誉:華を潰たすたかこ笠に立っ:;聖.･-I/つかを訴 ら か に す る こ
とを 雲輩 と して､:,.:'ンS･'どこ--謂室を行った｡その淳嘉､.葉婆でLC･3黄葉に対し､-こ技簡軒 iL{:･茸 に 不 肇 を
茸-I: .方 でL.与 えl'?I.賞,たメディア･I,=j浄投を浩かそうと競みて十三ことが分か-I.たrJ
くキ -ー1･tL7- ド>連環教育 メディア替薫 憲等教育 鼓膏メデ1:･ア ここ1=;班:riIiを
盈魯 夢濠覧めを監･
近 年 ∂ニ LiC!'yItにコふさ:;泣ど邑cj;+ii=L･:･ぶ.nuエriこまま○ユ
･rit-:こb o辻野 逼 帯 ･:･V〕言謹選に車って､高等教育にお
いて E･ま.､連 荘教育実践が重んに行われるように
なって きて 了,･患,i.キ葦.lこ乱ような清韓投弾を
済 も鴇で 様 凍な形 で遠隔教育実践が増加すると予
測 さ れ る が も 受 講 生が授業の目的をこ応じて与え
ら れ た メ デ ィ ア を 活 頗 しているのか､またメデ
ィ アが ど の よ う に 受 講生の学習に影響を考えて
ト 空寝 ささ･t と い っ た 点 を 萌ちかにすることは重要
習 あ る と 考 え も れ る ⑳
本 研 究 で は ､ 複 数 の メディアを潤いで遠隔ゼ
ミ を実 践 した 際 に ､ 学 生 が どのよう療意識を持
って メデ ィア を階 層 した の か も ま たメディアは
授 業 の 冒的 を満 た す た め に 役 に 立 っ た のかを明
らか にす る こ とを 萱 的 と し て . イ ン ぎ ビュ 儲ー
登 を行 ら た o 三 三 に も そ の 結 果 を 報 告 す る8
豊中 監溺習 実 践 の 磯 要
望◎盈 実 践
孟-=･,蒔大 学 C7:/.華 美 を 違 某 させ て 京 鳴バ-チャ
ル鼓賓大学 Lt.::ntLjrltl: :[fi:･こ七:.f主寸t=･,I.L/LlC tミ.i-:'31･Lrt71定
日恵{:･.e?.強雨 とい う業 法 を 行 っ た ｡京 蔀大学 塩
下､京大うでは教育学部の 霊園 登 録 忠を対象 と
した :T'遺構教育演習』 とい う授業を 開講 したO






























ルb一-プ用に ｢第 1研究室.jr第 2研究室｣r第 3
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く､｢相手の顔が鮮明に見えてよかった｡.!といtr.3
た意見もみられた⑳●しか しながら､対面だった
らも-:.,と違った {-よかった と思 う､ と言明 した
学生は京大側 慧塙に対し､鳴門髄 度盛 とい う結
果であったeこの点に関 しての解釈は難 しい と
ころではあるが､授業を芸対ず る満足度は全体的
に京大のほうが高かったことか ら､技術的な薗 ･
に不満が出てくるとい r:'~に .と は ｢も L,-.)と 話 し た
かったjという寂れとい う こ と が 考 え ら れ .∴ 逆
に明示的をこ技術的な不満 は な い が 対 面 の 方 が よ
いと考えたという二三二は ､. 授 業 デ 軒 (･fp'十 や 軽 業
内容に不満があったとい ･う こ と が 考 え ら れ る√､
ビデオチャットの議論 EF,It.～,7､タ イ j3.･･圭 し て fy,･
ろんな制約 (タイムラF'lや 主人 し か 話 せ な い な
ど)があるから㌔考えをま と め 竃 か ら 話 す 』 と
い･.7{!た:.意見が得i;:I::t1,･た.71ま t!-･'i-I:1 (冒 'j･-::,前 に ぎ寸論 薄I
手がいないごrJIさが新鮮だく?:･ltた.～ Uや 巨 が･ト ::･:.(I:翠
えた!?':t甘辛t.h十 ｢離れでなか ･こ鳶 .r}･ti-.さ貰 え な い T-..L]:
もあ､つた｣といdこ｢た意且も闇 か 江 辛:Jl_ 封 葦 と 馬
なり､制約されでいるから容 易 にな るこ とを考
慮して単葉デぜ守?.に幣･かして丁い ･:-+'.:･-'.とも畢 :if-_
る必要があるO
掲示板については㌔概 ね金 愚 か も存 在 意 義 が
あgp3藍という回答が得 られ た⑳『掲示 板 が あ るこ
とでビデオチャットの話 が し肇か り艶来 たQ も
転句掲示板がなか誓た 転ビデ オチ ヤ ツ 唇は軽 も淘
物itI,:_専･十ていL;F'f:･.と葉 上沃 ';I:t･.･.,弁･.音 溝 が 車1-1:,たih.
L!.･';, 牽 き.}L: 壁 ? 早_三今華 斡熱 帯
木 鶏 で は . 辛 東 学 :':･,I_ことる義 輝ゼ ミにお ド てIhtlJ;':'･,
受 講 生 の メ デ df ア 活 頗 意識 及 び影 響 を明 らか に
す る た 糾 こ ･,['-:･･J･タ ピ :.i/･-調速を市･I'た.r:そ,:r'l/'鮭
果 と し 等 % 本 実 践 で 碍環境を芸対』で技術的な菌
に 不 満 を 緒 443 - 方 で淘与えられた環境の特性を
清 か そ う と 試 み て いることが分かるた◎今後､
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臣概 要 3 本 研 究 は %2004年度 に実施 した京 都 大 学 と鳴 門教 育 大 学 間 で の遠 隔 ◎議 論 型捜 菜 頓
鳴 パ ー チ ャ.Jr･oi･教 育 大 学 は消 :Kqi!･○も〇一鮎 1-Jl･C 一律 ･t･i需 甑 tit.,!=-1-Sま㌍,C･:irEd･.=C墨ttic.n;･.言にお い て見
られ た学 生 の 自生 的 な学 び を検討 す る こ.とを 目的 とす る◎本授 業 の 特 徴 を大 き ≪こ ら ぁげ る とも
-一つ は ビデ /7l.:-チ ャ ッ トに よ る コ ミュニ ケ- シ ョン を主 幕 と■した連 掛 こよ る学 び で あ ,:=･こ と.I ち
9- つ は議 論 のテ - 苛 決 定や 蓬 め方等 に教 員 が ほ とん ど指 示 的介A をせ ず 学 生 が 自分 た ちで漁
業 を搾 って い く､ か な L:コ畠適度 ･:I;=･毒 し＼L草 生主葺 塾蓬 莱 で あ る こ とで 鼓 :,5･.i
そ の 革 うな授 業 に慣 れ ない 学 生 が も 因襲 に 出会 い ､葛藤 しな が ら､肇 分 た ちで議論を進め自
生 的 に生 産 的 な議 論 - と向か い彼 ∈彼 女 う らな 撃の学び を経 験 す る様子が浮かび上がったO
≪卑 - 冒- 鰐≫ 高等 教 育 ､学 生主導型授 業 ､遠 隔授 業 ､ 自生的学び､他者性
頂｡本研究め 員的 臣.対象 藍方法
遠隔授業の開発研究は様刺 こ取 り組まれてきてい
る⑳その効果の検討 に関 して､多 くは掲示横や文字◎
音声チャ ッ ト等にお けるヨミ豊ニタニションの量
串も中質的な変容過程 を追った ものであるが､授業の




























































































生た ち が 教 員の指示なしで乗り越えようとする中で
様々 な 学 び が生じた⑳インタどよ-では以下のよう
な内容の 語 り が見られた昏
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ス トレート院生 2名であった｡授業時に 5､6




(京大:Po桓 om Vie閑凝離ion逢28､鳴門 SONY
PCS弓600+PCS-UC且6且)を準備したOグル-プ
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神藤 魯射止 ◎日田 .62003∋｢藻場パ-チャル教










テ ン ご 妻 葦 -I;-,:ニチエI:-華藁こ≧三菱L-I_-;_;
曽根 直Å 甘夢村上正行言9砕藤 爵昭 関
守鴫 野習教 育大学B ‡京都外国語大学 , 号音京都 大学







































めにこか-プンソ-スの 箆｡3劫 ゲ- 唇軒 パ-であ
る 鎧m 鎧箆 を利潤 したは ◎このソフ トは 讃乱3望3
の 野m野 聴能も有 してお りシファイヤーや オ-舟
にインス ト-ルすることで学外との 諾｡揖 接続を
中鍵 させることができる｡ファイヤーや オーノ-i/(ゲ
ー トキし-パづ に設定する]レ｢瑚 こは
li-' ヨ:.詑畠手順 ポー トのアクセスを許可と
C- ゲ- トキーパ し-が中経 したパケッ トは発信
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必 要 が あ る とい う三 と習 あ る⑳ そ こ に は 鬼 的 環 境 と
二′て 帯教 具 も 萱毒 工::I:.:HJ:が ら玉章 に:･;'Lt;三･Jぐ‥そ i:I:Sよ
うに教 育 漬 喪 を た ら喜一_.た 浸食 学 習 者 主 軽 や番 長 G;:_;
讃薫 は--葦 ごここよ うに琵 韓 lL.･轟 畢 され るで あ る うか｡
本 稿 は % あ る遠 隔 授 業 沿 実 践 を検 討 す る こ とを 通 鞍
て ､ 去呈上 17:sJr,:うな 器 用 こ喜す る草 葉 を誤 ･､ちこ:5.I:ことを
困約 とず る も碍 習 あ る⑳
















































･第愚-盈◎軌 Neも鮎e威 喝 による蟹 ごと晋の議轟⑳議







･冒月中旬 :京都 ◎ 鳴 門でそれぞ藷繍 ン壷ピ孟-珍
本軽業の特赦は､NeもM ee血 欝や憲子掲示板を使
ったオンライン空間で の 慧 ミ孟=ケ-ショJ汐を主体
にしたことも議論にお け るテ- 守設 定や議論の進め



























守:翠前し､つまずきを与えたi:-:.･Sで亙るF､しか し . 二
鈍らぬ望まずきを芸封じ.淘敦農は学 生 が 尋 ね 等 き た も























































































































再構築をお こな っ て い た というこ.とであるoこれを








































理教育においでなされるべき技術的 ◎社会的 ⑳ メ タ
認知的能力の総体といえようL.
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情 報 教 育 に お け る学 び の質 .
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側 背 本 授 葉 を 参 卑観察する機会を得た昏この授業
で は ゞ 慣 れ な いツールを使用せざるを得ないとい



















は教育学部の学部生 (主に2.回生Jt.鳴散 大 は 大
I
学韓生 温ヱtLiが受寮しているO鳴敦夫の 大 学 院生●
は｡現聴教員が多いという特徴がある8 本 年度の
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とも5 ㌢慣れれば大丈夫j 探 太 B)や r利便性
もある｣ 摘亀散大 C)の意見もあるが9興味深もヽ




















先に示した3｡観察 と逢｡記録に基 づ き 9 3と4の
それぞれの ｢学びJの達も､を考察したいO
まず,3で観察された情報ツ-ルの肢痛技術の
取隼について述べる｡こ こ で の ,学 び の 生 起 は , 冒
標の明確さタダル-プ 内 の関 係 性 の 構築 (.協力)夢














コミュニケ-ションには, それによって ｢信額 ｣
を構築する面と, その都度生起する ｢不信｣ と付
き合わざるをえないという面とがあると考えられ




































う に s む しる,そうしたものと出会い9それが解
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- の 反 省 を促す学びが 生 起 すること9 三のことを三
可 能 性を風損だす 必 要 が あ る う⑳
言い換えれば ; :=!{;∴ユ∴･､/_-.I.-i-一･ミ･.I:iz.:.･!'貯木CI･:,育成
を念頭をこおも濃 情 報 数 熱 芸は 昏従来の教科型の学
びとは質の異なる学 びが あ りうることを了解 ◎認



















都 外 国 語 東 学 3 9 石 材 雅 雄 多 趣 略 浮子夢三宮真智子曾
皆 襖 直 泉 ,,谷 野 千 絵 脇 息 s 鳴 門 教育東学)夢杉原
窯 晃 9 達 高 明 蛋鼠 恩 多 京 都 東 学 大 学 院院生き習あ









の両者争すなわち F倍額A と F不信jなどを三つもも
㍗,,]､屑 的E{:華発達.とい う蕊かi';･:.考えた場･菖宜 :

















田 本 教 育 霊 学 会 第 2◎回 全 国 来 会
けいt,i_'い
王 寺 ~I:一エーミニ二 二･Ii;i_i:-享 二 手 ∴二 ∴ 責 三 幸 二 :-il:-ii:_-十 三 享 I-_:-:三 二
:irヨiT･エ悠gt;ニごミこjli!.i:i-1三二頼豆 JstlL!Eご･ミyk 墨:}L:t･.I;:l三二∵損 で吉ごJS三t:_I: ､豆 :･きDi-;混 ･1;:･1-i P･i,iej芭C七 く字モ
神 藤 黄 昭 寒 村 選 正 行 綿
'二王 yj=t止 :二ミミ圭子‡i:: :;,ぎ旦ミニ:.通 il.:rJTI'"I.;i'5:I.,･Qi'ilJ'富
寮京都東学 審審憲轟外国語東学
誓と"I.tZ: Tj;U.I:-I:D三とr･S三も;:It lt:._yp･l～:Li･.,.?軸he…,･S巨三･
穆 原 案 晃 幽 寒 辻 高 明綿 寒
(ゝ:li_.t･:-I:.ユ主ミ ‡て持･三三姐 .fi ri一恵 鼠色 三 ･it･lIt.:lilJ!
革賓客京都東学宋学院
:-3･PcTt(31ミ悠 三･JeT･ぎ三豆
言 三:-I:.:･i･.:･:三g･ど三 g.tp工 5.q: .;ご扇 .j邑tと 主亡妻･1,g:･〇三 〇音一芸さ:_Yこi二三T,.:
:i-'埜 賢 二 ヰ 研 究 で 息 ･､ 霊 こせ年 度 に 京 牽 二七学 と 漣 誓 教 育 .T･:'tT:.草 韓 で 寒 蒐 し た 京 酎 寸:i-･チ ャ )?/･教 育 大
学 持 :.Ti:'∴:Ti:.･甘 ここ量 Jf吏 こ 里 :ipli:7･ヱbi二ミ･ コニ':.･l::6,1'･iSr:･L':,:!T =Y.:'i: 三起 こt'･三･.:･三工 ､二 葉 盟 に j封 :;･竜 ､ 受 講 嘉 -:引 起 晋 か ら
ご 孝 二,'l:に 二 十 で 草 葉 す る ｡ 車 登 美 は 貰 華 東 学 教 書 苧 饗 草 生 と 轄 門 教 育 大 苧 環 豊 散 票 =･t学 暁 主 意jS.
-t'デ オ チ ャ ･昌 ､､. :5;ミ､ゾ善 聾 ･:J･{+/:,:.テ 工 ､ 電 子 き葺 き 鼓 を 遵 こ て 教 書 に 買 し て 議 論 す る 授 業 で 蓋 っ た C.
1く キ - I_こ.}- 31':, 寅 等 薮 膏 ､. 苧 三 三 喜 連 授 業 ∴ ご デ :JT チ ャ 一･:I:･上 電 子 掻 示 駄 ･港 音
-1二 亘 -:;i;,-:'-蓋;i:I-･Ii:･宣 _=i･:堅,I :LJ宮 部 大 草 教 育 学 きrt:･主 ｣ ['靖 門
鼓 晋 大 学祭 醇 (.'J:･_票 暁 生 ..; 土 '.･こう 異 な る 工 数 :I_十 ･:･31･.音
葦 :二士が 出 蓋 う 塗 を め ざ し LT::. 三Fll;C:iif･澄 .三t･:::l't=-I.1葉 箆 二
言 二二鼓 苦 学 撃 寄 手:竺課 程 t_:字 部 .1･IJ/一も互 生 喜 最 上 こ童 業 主一意
隔 教 育 演 習 』 と ､ 鳴 門 教 育 大学大学 院 学校 教 育 研 究
科 の 現 職 73㌔昏申 ･◎高 教 農 豊 対 象 の 授 業 F数 青 郷
詫 方 法 論 ‡三｣ を 連 携 さ せ ､. 教 育 !JT .理 論 と 寅 議 に つ も∴
て 議 論 を す る こ と を 責 的 と し た 京 鳩 ∵ て-i i･ヤ 圭ノ教 書
大学 ミ華 子や 寛 星 が お こ な お れ た ｡ こ こ で :L==:鼓 要 報 告
と も 本 震 践 患こお るきる 受 講 生 の 他 者 か ら の 学 び を二関 す
る 考 察 を お こ な う ⑳
寒 寛 践 で は ､ 授 業 時 に 国eも 弼ee竜豆曙 6以 澗 開き で の
ビ デ オ チ ャ ヅ r;～ :I.7::fl､.釣 巨 ･-フ 空討 論 熟 ,lf冠 参 照 ) ㌔ ‥ご
'･Lj会 議 シ ス テ ム 翫 ま:j･FC払 全 港 討 論 軒 に よ 聖･;1両 大


















鰻 の 議 論 内 容 を 紹 介 も質 轟 応 答 ⑳塁題 京 東 最 終 授 業 ⑳
ふ 黒 豆 工 こ.i':Liihf: 鴻 門 景 終 課 業 .‥ ･三高 か え =･:,C
各 班 で 話 さ れ た 主 な ト ピ ッ ク は ､且班 が 子 ど も の 変
首払､ 望境 が 畿 食 的 学 習 ､ 汐 三 ン ダ - ち 3班 が 象 庭 教 育 ◎
学校教育とÅ曙形成な ど で あ っ た ⑳











































の で 京 大 側 ではもっと抽畢化しようとしていた/コ
ミ .rl ニ ケ -シヨンはあやういものだと思った｡言嘉
. で 伝 え る の i統 監 ちょっとした降等 (衷情など)
が あ る と 違 ったものになるO鳴門側は教育誉裾加な先
生 だ ./人 そ れぞれ違･うe京大(:lIj人たちは似ているi.
唱 門 の 方 は 改善策､結論を求めたがっていた昏
瞳 讐 1,9A :京 大側よく勉強していると思rilDだO勉強以
外 で も 日 常 的な話､面白い話もできる′･ノ官僚になf',:_･'f
た い と い う学生などがいて､宅q:-J,とインテリ-3i乱 't






















場をくずしてほし;Ji:.･lJ-て一正 .;i二感じ一口 沌 蛍着生漆工モーt｡
重 電軍港示賦~rl:･'t,3il:-:･優論 電子清読肢には､十.?･,p-･:17
から各境の部置 く資卜 轟ヨ圃寮峯〕むほ釆㍉ 上月






























I:=･≡ L二;A:13 日本発遠心埋草合第五5回大会発表論文集;20鋼年 3月
け;I_/-:,':･い
言 享 ∴ -一一二一--I:I:-･一--;_;_:=ii撃.::葦 I-:二 幸 ~∴:-:I:∴ ∴ ∴薫 き 二 :I-i-_i-_I-三 尊 -I:-I-:-_寛 子 三 I:.王 手
神 藤 黄 昭 車 相 恩 正 行 馨 ** 河 合紀芋辞***
車京 都 衆 撃 率*京 都 外 国 語 兼 学 **車6韓∋≡壷電機醒･撃轟謁彰買テぬ
塾塾 .奉研 究 で 綬 夢 京 都 東 学 教 育 学 部 学 生 宅急魯3 回 生 き と鳴 門教育東学現職教愚衆学院盤が9'ビデ
ニIiLチ ャ t:i:yG7:I-I:'轟 聾 シ ニlf･テ ふ く電 子 誇 示 故 を 通 じ て 数 字 に 講 す るテ一･tマ?.:IlA/二･′､｢二■葦潰 した遠謀達蓑
電京鳴パ-チ ャ炒教育 東 学 宅監紺V)実 践 招 こお け る 争電 子 掲 示 板 藍授業でなされ藍議論のまとめや発展夢
第七七:テ一一-I.?.I:;藁=,:i;_.重等,-･'コL,･:lt三弓 二･豊 富 :I.-1:;-･董 薫 熊 塁 に 一二一し∵て漬 討 ナ/1:.こ漬菜で漂∴鼓太､鴇戸:･溝 と.もp:･I.
数寄に韓す ること:,;pL:!',-3ミ どI･:iよ うな テ 加 で'で も態 乾 して よ 了･と散華したJ電子滝泰駁-i:∴･､弓-プから:'寮
盈研究劉 ㌻第 2研究室jF第 3研究室招 以 上 は 構 魯こ∴ 後 述 す る鳩階蟹再学習蟹3㌢給食学習蟹Aのペ
-ジ11のrほか=.(ブ ジ -ート-fJj主l甜t.i教育学 会 j l-1't:i･trt,'璃 上 妻貴重JJ井戸喪毒巻 くチヤツ-巨jjtL-;･lJべ一･ジ
魯芸が汐夕きれでも､た⑳教官は京大 題名多鳴門 3名 匂 授 業 詳 細は沖藤飽 藍教育芝草金宝◎03発表∋参照昏
語法 .濁色電予滝泰凝鎗静 :① ログ 錘 ダ耳 ン夢憲き込 み 昏 返 信 状 況 う 分 析 魯 ② 内 容 分 節 ⑳ 藍 色 単 碗 遺
走ら･;'･qr･.,-51㌧±=_ユー･-:童話生全景 二言宍 ?.'桑｡遥芦sJ∈二名巨 こ き 業 主 ;I:;i ･t . 電 子 追 慕 憲 に つ U ･ て 牢 を 最 長 た こ
芭桑 と萄宗 一∴ 主菜6:.;東革 :･.:j･i=tC,･3年雲 に莫淀己も:lt;1京 大 3 示 ′ 二 3 壕 ;5:j 藍 賞 賛 雄 二 L･-.'･JJ三 三 よ ::.ti 電 子 鴇 薫 量
産用筆騒ぐテーマ主上こ き一生韓選 二言太 さ量‥法門 三重工 ｢ 学 習 荘 涌 ･.;･ 童 工 程 ':･ 日 米 食 草 菅 笠 藩 主 童 .
急名ラ』の 急変設置◎ ビデ錬チャッ ト露囲接続で蟹 ごと野 議 論 開 始 ◎ 適 宜 雷 管 会 議 で 全 体 詞 整 金 管 /9 各芸 等 V
会議でこれまでの各饗の議論内容を紹介9京衷授業終 苛 ⑳ W 2 3 鳴 門 授 業 終 ア ⑳ 8 〆 3 息 電 子 鴇 示 威 閉 鎖 留
ま一驚苧韓泰童霊上蔀 :① 慧ぎぎこついて 下表cJ:;よ うにこ E･ 薫 前 学 か ら 上 ≒ 前 半 に か け て 結 三三F へ の It=t:ダ
イ ン,書 き込み ともにピ-グであ･r=た .(前半:i意各月 it･:I E ま で と し ?･t l?･む
卑属後半 5属前半 5属後半 6男前革 6 屑 後 半 習 男 前 単 冒 園 後 串 盛 男 前 半 国 男 後 半 計
19 70 93 87 6 8
44 106 108 106 63● ■-__ ~-~-~--~- ~-~~~~_ - -
4 26 20 23 23














℡ 『第 且研究室jF第2研究室jF第3研究室』の合計◎Fフ ジ - ド - ク j な ど そ の 他 の ペ - ジ 捻 除 宅 ◎
また8返借状況 洋第 且研究室jF第 2研究室jF第 3 研 究 室 j の 合 計 ) をこ つ い 等 検 討 す る と 予 京 大 - 鳴
声弓が 塵0砕き鳴門-京大が 27件争京大-京大が 2署俸 9 鳴 門 - 鳴 声発が 6 件 み ら れ た ◎
②鴇承敏内容臆望む亀竃 ■鳴門-京大の連鎖が多 (見 ら れ た が夢 電 子 掲 示 威 で の 議 論 (鳴 門 - 京 大 - 鳴 門 )
の例 (◎- ほ略 して態もることを示す) を下に示す ⑳ な お , 波 線 部 は 投 稿 件 名 ◎
鳴門院生 .ち:連盟 変造三 :I- j霊前悪妄言 -=}ていた ｢遷 軌 で す :FL:tミL; 亘 さ の 駄 ゴ でー だ ∫㌔}だ .･iJ･問 題 Jt･;:堤
二宝eL,7=き:･'Ja:;Lt,と思 ってi{Lh己ます｡- L了菰膏E.･=きま L済 ;I:I:苛 能 で .: ど こ ま で .:i''･t､竜 こ と :Ji,';:で 毒 て , 還 患 い
達許さ㌢･.iるL:I.iJTt;･:･t｣としq.Jうことです言蓋遠浅を学監で 警 吏 .:,I,管 ;Jt･.う 言 葉 に 諾 薫 芳 崖 萱 恵 じ ま せ 最 ･::噂 .1- ｣
-L,京大学生 cB:Rき:還単量畳三 言- ･教育に:;:I,F'I-や･つ ば ミニ潤 果 て 忘 忘 ら 普 工 韓 と い 空 くニ :,tl/.-:お っ て , そ こ を
越盈首 魁まうと教育櫨と竃竜危険な竜のぎこ竜窺堕う る 気 が』 ま す ⑳ ◎ - 逮 - 鳴 門 院 生 6 : 閃 e:爆 弾 の 投
三 ぎ一も｡｡｢学校乱 巨 読忘｣r●芋Lt:･宅配 ｢地域乱 と 駄 句 に 誓 え 誉 i/ ;で ,I+lf･;:-i,;:'cT:で鷲見ると;吊 '.ltrIY?:･か監っ
前の済濃書誌PTAが張堕切ると魯教師が齢蕃齢き曾教師が頑張ると9結構苦情が≪る気が』ます℡'F願う











田本教育王学会 第22回 全 国 大 会
至 華 章 票 享 章 二 至 三圭 子 華 三 二 享 を 二 =牽 き :-1=I-
･-･-･一席 ,:4･タラ 硫 璃 臣間 期 撃 --I-I,.iTaL.ダ節 制 弼 !:I･G:A;.藩 巨郡 =/-∈---I.-a
･'.3雷e如hg:iLQJa:.in主王将･gdl･E-,dul.血 .･iTeP,i.i:3_lbrlt.Frs.P_1i.yj_i::桓 衰三言湖 ∑竜 :i･:F.IKL-y:t雄 二もei-Il.g:i_3:-la.ftI;Ir.沌-:こ.;_Jt.;･:7昭 吾 -.3.f-a:.,.3_7.:titi:_～/:=}-乱野 こ､正 ,-::･T3(.TtL誓t･.:･l{bS･I;:lr:蕪.こミ
●
l
酒井 博之j･) 山田 剛史 P･) ･-*藤 禽 昭 3) ･:' 鯨 i l :訴三拝 !･i:･ 着 京 寒 露 ~こ-I:
Hiro.Y,.過_iSakCq_ヱ r^'1:,E3･ilbYOSi-F.Ui'鼓こ,I_･.配転 等息ki7.g-,.ぎ:i.鞄 緑雨 31,度.a.･Sa:5.l:Jj･:デ‡加 で:･通 駅 王 ::{!:';.三.消三i_･tL.3･1.;i指でも縛 は ご:I
急き 京都 大 学 望)島 根大学 3さ徳 島 大 学 凄さ京都 外 国 語 東 学
軸 ･,jb もぎnive柑 軸 馳 i油ay.-1eU ミiまSJe:I:Si吟 馳L375n主ミ7e適 二ぎ甘 摘 恵'Ci.S3hi:･I}_la 享短由通Tj'-i繭er壷ty浸 ヨー,_Tl:i-J･量EIE-t･.畏t;I.,LT･r-I.':I;:-?･ニ
くあ ら ま し > 平成 五官 年 度 ま で <]･:.i3 年 間 ､ 凍 寒大挙 と鳴 門 教 育 大 学 を 守 二･):k･T､-･､ヰ ?I,･: ト 接 鉾 i言 二遠
隔連 携 ゼ ミ を実施 した ⑳ 本 発 表 で ほ も こ の 授 業におも馬等 帝 j潤 さ れ た ビ デ オ 映像句電 子 掲 示 板 や チ
ャットなどの記録を相互 関 連 さ せ な が も 考 察 す る⑳ 豊艶 転 の 汐 - 鍵 が 学 生 碍 学びを構成するため
に相互補完的な役割を果たして い も こ と を 示 す とL.:二もF',I･:_'..も 撰 集 ffJ.13.室 程 過 払 ､里 ':.･よt_:･:_;.:!L':.:満室毒,;TL.
る学生､教農の役割とも関連させな が ら 学 び が 構造首隠さ れ る 本 授 業 に 毒 も滝等醜論ずる⑳
<キ-ワ- ド> 遠隔教育 ◎学習 協調 学 習
ヨ∴ はじめに
京都大学 温 帯 ｢京尭調 と鴫野弓教育大尊 宅以






















ったのかを･､電子掲示板 とチャ ッ トの ログか ら抽
出す るとともに､これ らか らは抽出できない教農
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東 学 阿乱 息件 当
軍均字数
京 衆 望3 冒98
噴 散 東 急⑳ 感冒管
京 大 嶺 :.li-那
噴 散 東 急盈 望8冒
:I.i軒 京 大 39 ,a.t.fg-,S.
噴 散 大 畠趨 6且5
p:･'姑茸緑･-tI持二蘭 覇 ､ 韓 某 時 間 [-'W):･J.投帯に･,こll･!Ljては,除 ･上
乗豊 L'l課 野 デ 宵 等亘･縛利潤状況
6i望 5 ; 61盟8
霧 革 数 霊 票差 潅 音数
A 愚趨 慧6｡趨
B I.亀,:'･き 三?.且.f.f
音 ,:i;.I: こ-:. ih'tb,･[IL 3ri.leI
D 48 2 等 ｡草
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応答する 反論する 匂疑問を投げかをする 昏つつこみ
を入れる
連 行 まとめる ◎議論を調整 ◎元にもどす
場を和ませる ◎調和をとる ◎画面での仕
草 ◎関係づくり (大学間 申大学内)
聞き役 ◎書き込みで貢献 色審記
息回田 (6柁5)は京大の学生の･み､2回 望 (6i蓋昌)
は 急襲金農が参加 しての議論であったQ表 詔ほも
授業期間後に実施 した受 講生イ ンタ ピ温-か ら
ボ トムアップで抽出 した学生の役割 であ るが勺卑
-パー ソンとして挙げ られ た鳴散大 G･の参加に
よ汐､後者の･議論 で発雷総数が約 亙｡毎倍に増加 し



















磯 ∴ 電 子 掲 示 威 と チ ヤ ツ か の 発 音 内 容














のチャ ッ トにおいて ｢まとめ (釦｣(チャットーi
回 目さrま とめる〈釦j摘 2回冒)と､議論をま
とめよ うとす る意識が現れている⑳③では､チャ
ッ ト21回 目では､i匡順に見られない名詞句｢鼓
論 注望)｣ ｢意見 (息IL)｣｢テ-マ 用jといった
語句が上位 に上がってい･5eこれは､2で述べた
キ-パ- ジンGの参鮎 こより議論が活発化した


























監且3酒井博 之 ｡ 田中轟実 (2006).遠隔連携ゼ ミ
における学びの構造の構造化｡京都大学高等教
育研究 第 1且乳 33･66.
担ja'GneSeも邑且.蜘oS).ATeiationai,inaire鴫
皿eg0-iet･JYeiappTOaChもoCSC',Ldesign inもhe
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大山 泰宏※⑳酒井 博之※⑳田中転業※◎北神慎司※※
{:-.:止 l'.i-:∵::."/.･根 _･i_･';31√･Ip7-I};{-:二羊:i.r.i二王ノ王※:'㌻-SIL-Jl･?;主甘丁封､法皇'_-:･;_,崇･二h吋 l:(:{'告王込i:/･iI:※X'ミ
※京都大学 ※※島根大学
※?,:JI':I,.:･:_-t･:丁ミニ∴Ti;ftf:LT･,i:し,I.,I:･-}｢､マ● ※沢･.:畳-Il_:･正1,鶴.雄三リ了平"tv':51.I:Tご:I.'7_l{.:I
<あ らま し> 本発表ではタ大学教農のための6-KJe済血gによる研修のひとつとしてタW覆髄上に授業動
画 を公 開 し電子掲示板 を利潤した授業検討会をおこなう ｢we髄公開授業｣に関してタ汐ステ嘉構成と運
周 の仕方 を紹介 しタ野馳 (プア磨ルティ◎ディベロップメント)に番える影響タおよびその問題点牽課
薫 に･-_.･;′､･､て韻討 したい｡
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村上 正行☆ 山田 剛史鮒 酒 井 博 之 細 砕 藤 爵昭細密
MU3_:;･A蛋二A湖瓦:随agay滋iI.b>-1!7Å旺Åエム一針.lif雨 y･C"sjt･1.;':憎 ,'iji.l/-tl,_鼠 が Il_.･ktJ,ylLIlk主t:Tt:A- :SI臣.:Tilh!●t.T:;L;'二?･L;し1-Tif:-1男女誉 で';I:
☆京都外国語大学 マルチメディア教育研 究セ ン タ - 鮒 京 都 大 学 高 等 教育研究開発推進センタ-
叡☆歯徳島大学 大学 開 放 実 践 セ ン タ -
で偲eseaJ.TCfriCe.-i7:ilp.1さごfht｡:.3M漉ニit･.ltM･T_a.,:iia玉龍)jI:aLio3li,王i:_ycJ転 1J正 vejtn色毎 正野byte,igi,且馳ユdie.S
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<あらまし>本研究では,主体的な学びを目指した遠隔ゼ ミ に お い て ,CM鰐が学習者の学びにどのような
影響を与えたかについて考察する｡参卑観察やインタビ認- の 分 析 結 果からタ限られた情報量のや り取りの
中で,学生は議論に集中するようになり,コミ之ニケ-ション が ス ム -ズになるように工夫していた｡また夢
学生は ｢教師一生徒｣の枠組みを克服するために間等の立場に た っ て議論できるようなテ-マを選択する試
みなどを行った｡



















































蜘 夢L,.倉か瀦iir,僻 iLr身分のJ爵野を観 る,そ






という}･-ir夢さ虜･5ごtで 卓憲Iつ,倣 虜巧舟め_コ壷的 算哲
を題す董こと彦ソ願 できたようiLyJ密jJといった行為
が授業中になされていた｡集団内でおきている雑談を,
相手側にも聞こえるようにすることによって, 集 団 間の
敵齢を減らし,集団間のつながりを強めよう と 試みてい
るといえる.r鰍 遠野て腕 首家産ぐ二者T ;
腕 余夕霧鄭こ盈好を慶治j凌ぐrめよい｡揖 ようと
L凌ぐrめ露わるL,揖 よう とL恵みソという発言も
あり, 対面では, たとえ直接 伝達される内容は貧困であ
っても, ふるまいや雰囲気などメタメッセージレベルで
豊かな 内 容的伝達がなされているが,ビデオチャットで















ョン と 相 対化して捉えていたと考えられる｡
謁｡趨 ｢教師一生徒｣の枠組み
授業 当初は r房轍 鮒 をぐず智郵 愛職 i
戯野1妙 よ うiLr磨った Jとあるように9どうしても




/I(媚E.-lL=ITJ'腹 芸-･Ld/!Ll-っい て ご:fJ/A:=ibtさ,iJbこら励 め
T,脚 TJ爵屠B堵 彦 L た め磯 塘採れ臓 の





















遠隔コミュニケーションに関しては, 情 報 量 が 限 定 さ














･-IJ葦糞鈴F寵磯.噛 め音量適 時 的 ′一興 時 的 観 点 ､一一
頼押 測悪､
も濃轟東学高専教育簡究醇藻漣過度ニ;,I.i･/--:
雷 同酷 ･-一一･日･.･.---･一･二;---- .---rl･一･一-･-･一･･---.･-I-･r
盈◎多降す藍する勢陀東学教育におけるr学び｣再考
昨今の大学改革におけるカリキュラム編成等の自由化や
学力低下に対する導入教育◎補習教育の展開など, 大 学 に






















プ的に重要なファクター を抽出する｡その 上 で,大学教育に
おける｢学び｣の在り方について考究する ことを目的とするb





















































望0幻｣や｢相互形成(d 関取 20⑳餌 といった広義の視}観 ､









蓋 ‡三三 ≒ -Ii=-I筆立 了 _-1=l責 :=T:i-_二 手 I-± -I-二幸 主観-章 二 ≒ミ三;









(京都 大 学 高 等 教 育 研 究 開 発 推進センタ-)
(京 都 大 学 高 等 教 育 研 究 開 発 推進センター)
(京 都 外 国 語 大 学 マ ル チ メ デ ィア教育研究センター)
(徳 島 大 学 大 学 開 放 実 践 セ ン ター)
(京都 大 学 高 等 教 育 研 究 開 発 推進センター)
(京都大学 高 等 教 育 研 究 開 発推進センター)
(東京大学大学 総 合 教 育研究センター)
者 :山田剛史 (京都大学高等教育研究開発推進セ ンター)
匿閤題意線遜 大学改革には,行政 レベルのものか ら学部 ◎学科 レベル , 個人の授業 レベル
のものまで さまざまなものが含まれ る｡ 授業 レベルのものでは , 個々の教員が自らの授業
を工夫 して,学生の満足度や教育効果をあげようとさまざまな取 り組みがなされている｡
そ うした営みの多 くは,教育理論か ら導き出されたものであった り, そこに還元 してい く
よ うな性質のものであるとい うよりは,半ば閉鎖的,あるいは啓蒙的に展開 されている｡
男墾論 と実践の帝離o これが一つめの問題意識である｡ 一方 , 近年の 瓦CT(fBゐyma毎'oBand
commuBl'catl'oBTec盛BOhgy)技術の発展に伴って,高等教育においては , 遠隔教育実践が盛
んに行われ るよ うになってきている (村上 ◎神藤 ◎曽根,200 3 ) ｡ むろんこの中には,様々
な意図 ◎目的が存在す る｡ 神藤 ◎村上 ◎田口 (望003)揺,磨-EJe aTmimgの 目的 として , 過
常教育の代替物 , 通常教育のサポー ト,自学 自習のサポー ト, 独 自の教育空間を作る新 し
い可能性 を重視するもの といった 趨つの 目的をあげている｡ しか し, 遠隔教育を扱った研
究の多 くは , システム (ツール)開発 とその教育効果に主眼が当て られている｡ 通常の対
面授業 とは,異なる領域 ◎対立する領域 として議論は展開され,両者の差異や視点の共有
な どが十分にな されているとは言い難い現状がある｡ 遠隔教育 と対面教育の帝離O これが
二つめの問題意識である｡ 本 配Tでは , 遠隔講義を通 して見えてくる大学教育-の知見の
援用可能性,理論展開に関 して具体的実践をもとに検討を行 う｡また , この遠隔講義には
話題提供者の四人 ともに関与 してお り,同 じ実践を専門の異なるそれぞれの立場か ら多角
的に検討す るとい う形態 も, この 民Tの特徴の一つである｡
匿実践聴要望 実践対象は,京都大学 と鳴門教育大学をインターネ ッ ト回線で接続 し,ビデ
オチャッ ト (一部テ レビ会議システム)を利周 した同期型遠隔授業 ｢京都大学 ◎鳴門教育
大学バーチャル ◎ユニバーシテ ィ (以下 KNV)｣(半期)｡実施期間は 2003年か ら 3年間
で,本 艶Tでは主に 2005年度に焦点をあてて検討を行 う｡ なお,2005年度の担当教員は
京大側5名,鳴教大側 5名 , 対象学生は タ 京大側 且望名 (教育学部在籍の学部生),鳴教太
側 冒名 (現職教員 望名 を含む大学院生)であった｡授業形態は, 学生を 3つのグループに
振 り分け,｢教育に関す ること｣とい うゆるやかなテーマの下,学生主導型 (教員は非指示
的)で展開 していく｡ 授業後には全体で振 り返 りを行い , 補助 ツール として , チャッ トや





KNV実践は,偶発する種々の-プニングを伴いながら進行 していった｡ 例えば , 初期
段階においては,機器の不調により,受講生は,チャット (文字),ⅠP電話 (音声),ビデ
オチャット(映像+音声),のような同期型のコミュニケーションツールの段階的移動を余
儀なくされた｡ この間,受講生の議論はどのように進展 したのであろうか｡ このことは例
えば , 非同期のツール として用意された電子掲示板の利用方法などとも関連 している｡ま
た,このオンライン上の意思疎通形式は , オフラインとどのような差違が認められるので




メディアを介した遠隔コミュニケーションにおいては了情報が切 り取 られて送受信 され





を目指 したためである｡ 遠隔コミュニケーションに注 目してKNV実践をとらえることで ,
遠隔教育や高等教育におけるコミュニケーションのあり方について考えていきたい｡
F'共時的ヨ適時的視点から捉兎 た 学 び の 変 容 過 程 :ボ ト ム 雷 撃 プ 教 育 論 の 鰻線化に向けで.｣
出口剛史(京都東学高等教育研究開発鮭逢せ三･.,A針--)
KNV実践は多様な要因 ◎システムが複合的に絡み合って成立している｡ 故に,収集 さ
れたデータも実に多様である｡本報告では,授業の中での ｢転機｣に着 目し, ビデオデー
タ (適時的視点) とインタビューデータ (共時的視点)とを付き合わせ , 物語論的な解釈
枠組みによって,学びの変容過程を, "学びとは何か"といった根源的問いに立ち返 りなが
ら検討 していく｡ その際,浮き上がってくる重要な視点について吟味 ◎検討するとともに
(一次構成),それが遠隔教育独自のものなのか,高等教育全体の中 (特に異年齢間の協調
学習形態 と親和性が高い)で共有 しうるものなのかといった独 自性や共通性についても議




らの考え, さらには同実践そのものの意味が , 実践の途中や終了後に変容 した り, 変容 し
なくとも気になる存在であり続けていたことが示唆 されている｡学生主導型授業では, 受




れたい｡そこから, 最終的には高等教育 と生涯教育の接続-の示唆が得 られるであろ う｡
-82-
-83-
K N V に お け る 意 思 藤 通 様 式
オンライ 同 期 テレビ会議シ ステム 話 し言葉 画面上 デイス スピー 画質.音質差
ビデオチャット に呈示 プレイ カ
lP電話 話し言葉 - - スピーカ
チャット 書き言葉 画面上 - -
非同期 電子掲示板 書き言葉 画面上 - - 審類添付可能
オ冒フィン 同 期 振り返り 話し言葉 呈示 対面 対面 作戦会議やグループ間会話非同 印刷物 書き 直接 - - 自己紹介など


















議 論 ⑬ 進 行
第4回 5 ビデオチャット 2 ビデオチャット 2 ビデオチャット
(5/ll-) チャット併用 座席配置工夫 ハウリング
第ら回 3 BBS-チャット 2 ビデオチャット 6 チャット､
(5/ー8､-) 進展せず 京大中心の議論
第6回 6 チャット 4 チャット 8 チャット
(5/25､-) -→王P電話 -Ⅰp電話 -IP電話
第7回(6/ト-) 7 体験談 9 体験談 28 苦痛､多忙
第a回 6 慣れ ll ｢間｣を感じる 13 鳴門1名
(6/8､-) 意思疎通良好 ビデオチャット不良
第9回 0 スムーズな議論を 3 スムーズな議論 9 噛み合わない(6/15､-) したい をしたい
第10回(6/22､-) 5 ｢まとめよう｣チャットで議論 6 まとめを意識 9 体験談
:/.-=轡 こう
































間 期 - 非 同 期 鈎 相 互 補 完 性
:ラ
準
1班 京 都 23(0) 33 0 0
鳴 門 10(0) 0
2班 京 都 35(0) 46 1 1 1,962
鳴 門 ll(0) 0
3班 京 都 39(1) 73 7 17 1,567
鳴 門 34(2) 10 1,074
*他班からの投稿､授業時間内の投稿については除く○
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･ 停 戦 会 議
GF授業前後に議論の進め方について､作戦会議
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